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凶作と冒ふ特別な場合の外は版米の不足などは起るものでばあるよいと近頃の多くの人が思
l /､
って居た程昏々は主要食校である米に関して安心し切って居1=.Vrが今やかうした柴親は許さ .

れないことを吾 ,̂は切賢に感せしめられるに至ったことは誠に泣鰭の樋である｡

押､米の不足を釆したのには色々の軍因があり､而して夫等に封する方策に関しては夫 の々

関係部門に於いて懸命の努力を梯って居ることIであり此の掛 こついては書 々はこ.､に諭する資

.格はない.しかし私をして言はしめるならば吾 は々近年米の供給に即して飴に架祝し過ぎて居

ら.庇の重要なる国民趨食の版鼠 貯蔵等に関して充分の考応を梯って居ったと仕官ひ襲軌､と､

'周.ふO吾'々は技術衣としての立場から生産された米の衰重なる穐速,貯蔵に向って充分なる板

東を行って居ったと言ひ得るであらうか.周知の如く米の輸送中及び貯蔵中に於いて之に重大 ･

な拭啓を輿へる曲多の事由がある.之等の事由による択欠を鹿波するに加 商 にすL･きかに関
I

して書 々はも?と攻込んで考-るべきであったと恩ふ.

一晩 我国に於て米はその貯蔵中に啓魚によってどれ程の損失を蒙つT･居島であら,うか.之

に関する正確な数字を狩ることは頗る困難やある̀武 大隈の見常を知ること壮さして難事では /

ない.我国に於ける米の生産高は凡そ年々 7000再右と見なし得る.之が貯蔵中に事由に因っ

て変る損失は勿乱 年により朗によりて異るでb'らうが恐らく凡そ生床拓の3,Oi乃重5%位は

零点によって失はれるヤあらう.壱こで仮に5%の択欠があるものと見なせば矧 こ年々350拭

石の米が失はれるこ-とになる.界僻を1石 36m]平均と見琉っても机火市は1位2千 6百苅田

の五才掛こ上るよこの見現わは或は少しく大に過ぎるとしでも吾々は少くとも年々1倍四位の机

欠を牧坪期から次の収種期迄の問に於て設つ七居ると見て訳はないであらう.何も之杜直哉に/

払雪によるifl失のみであるが.吾/々は之等寄由の耶除の矧こ多大の労力と費用とを安さなけれ

ばならぬ｡

之印のことを恩ひ合はせるならば貯蔵中に蒙る米穀の損失が如何に大なる間由であるかを何
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人も首骨するであ.らう｡.乃ち本文に於いて筆者は斯 くの如き寄島の中で特に重要なもの並に其

の放防及び駆除法の根本となる事項について簡単に述Jiて見よ:5と息ふ｡

貯蔵米の尊慮 ′

親閲に於て米穀の事象として準意を要するものが幾稜あるかと言ふに高椿博士は約30稜位で

あり共の中で加宰程度の大なるものは約5稜類であると述べたO併し夫等の中で鼓も承るべき

ものは恕象類である｡殻象に次いで琴るべきものには ｢ナガシ./クヒ｣,｢イツテ.<コクガ｣等

があるけれども声等串 や択割 よ之を数象による埠矢に比べれば著しく小なるもの轡 る o･由

ってîff者はこの最.む恐るべき敷象矧 こついて其甲活動の模様,･繁殖庖支配する債件等について
I

以下仙界に述べ声こととする｡蓋し寄島の活動の有様を知らずしては之を完全に預防し叉は馬旺/
∫

除すること比望まれないからであるO

殻象に2挺耕あ?て其の1つは普通の穀象(或は略して掛 こ穀象 Calandra,oryzae)と首ひ,

他別 個 象(Galandrqsasakii)と名づけるO殻象は小形め甲虫にレて其の斑両部細 長く印吻

状に延長し共の先矧 こ口を有するが･その口吻の先から腹端までの班長が約1･L3分内外あり･赤

組色乃至黒禍色である.小栽象はその形状は数象とよく似て居るが其の大さは穀象に比べれげ

窄しく小さ,く髄長は凡そ殻象の2/3あるに過ぎないo斯くの如く小数射事単にそ甲由が穀象に比

して小さいのみではなく,其の習性並に生理的性質に於ても亦少からざる差異があることは注
l

l
忠すべき鮎である.･よって以下項を別けて南榎について略述することとする｡

(

(1)毅 . 象 ′-
I

･米に投象が葛生するの早ま富ふよでもなく外部から章象が米の申.Jt入って来るか或は何威かで

比に敬象が米甲 陀 産み付けであったかちである｡叉､その年の新穀でな.い場合に放穀粒の中I I.

に幼地文は成虫が潜んで居るものが健全米に混入することが原因とな?て殻象が葛生する濁合

もあ.bo那,幼虫,滞 t)くは成島を粒円に蔵する米も外観上から有事それを識別すること!よ困経
i

で挙るから世人は徒 やこして殻象の準しく畿牢する卑見て不可思議甲感を堺1(の千ある｡･.,
･さて殻象が来年にまで持ち越す(越年する)には2通の場合がある.一郎ち第一は米から旬ひLIi

た成虫が越年する場合であり､第二は幼虫として米粒の中で越年する野合である.従札 諸単

著によって研琴せられた所によれば毅象の成虫時軍通の倉噂では米俵の中にて越年する羊とは

不可能でありて秋末になれば米から脱由し,更に倉樺から外へ旬ひ出で床下或は附近に申年盲

弓丸 林片甲下垂副手入りて越冬し執 こなりて抜くなれば潜伏朗か6･出でて再び倉位相こへ?て木
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斯くして三月下旬EBから活動を始め交凪 誰卯が行はれる.･束粗が拓くなるlS従って敬訊

･成長が次第に速くなり､′七､八月頃には蕗下された卵が恐TTL成血となるまでに126日乃至27日

.位を要するのみとなノる｡穀象の産卵期間が頗る̀長いので教生は不啓一とな.るが十月末頃活動を

.止める時よLでに凡そ4回位畿生を繰り返すものと考へられるO '
ト

戯靖力に関しては･1頭.の雌畠が放少20粒内外.故も多き時は290粒位の産卵能力を有する.∫

故に芳しも儀件が繁殖に牢都合であれば1夏を越す頃には鰐くべき多数に達するこt'になる.

索碇は色々な偲件によって支配せられるが就中故も大なる影野を及はす もの欣米の含水丑と倉

府内の束狙､とである.､従来の研究成緋によれば米の水分が14%乃至15%以上になる時は繁殖力

旺著しく増大するものであるが,＼若しも水分がり%乃至12%以下であれば数象の祭司引去甚だ衰

Jヽるものである. .
ノ

･温度に関して壮成る程班よでは気温が高い程.怨象の繋碕力が増大して行くo従蘇.敬象のI

生活液滴温度は擁氏2革庇乃至29度であると冒ほれて居った.吾 の々研究宝に於いて坪井率土が
*

研究した朗によれば匝狙状態にありては25度に於昧るl雌の繋碓数枚62頭であb,､ 30度に於

いてはそれは約54頭であった.即ち30庇に至れば其の繁殖力は25度に於けるよりも少し_く低下

し､叉.･温度が29度に降れば繁殖力紘吏に藩しく低下する.即ち従来の詮壮大矧 こ於いて炭にl

近いものと認むべきも未だ之だけの結苑によって椎茸なる結論を下し難いと思ふQ斯 くの如 く

なるが故に炭夏に於いて倉鹿内の放任束泡が29度乃至30度以上に連するに及べば穀象の繁撃力

は却って低下するであらうと推定せられる.‥ ＼ `

･'低き方の温度限界に関しては高橋博士は14度乃至15度に至れば額象は潜伏し活動右中止する

と説いた｡ I

･･(2).小穀象(ココ､クザク).1

小額象の召吐 行動は大掛 こ於いて宅象と同様である.1.しかし共の羽性に̀も亦生PJi的牲矧 こ

放いても相常に窄しき差異を認めることが川解る.

JA･づ越年について述べるならば従罪の悦矧こよれば才乾閥内地の萩焼状腿にあbては小や象は
l

成砧の状億にて越年することは不可能であるやうで狩る.従って小恕琴が翌年に持ち越すのは

叫ら米粒の中にPft入して居る朝出の秋似であると冒ほれて居る｡それ故に/ト穀象の放血の場合●

*批 こゝに求机枚と云ふは腔破.Aの忠妹に於けるものではなく19によって産ま′れた卵から技官して山
た組成血故を指すもの{･ある.



～

J
′

ノ

/

4-､ / 了

たあっては秋末に於け･畠潜伏並に春に於け'る移動に関して矧 こ注意を排ふことを要しない｡

､二 次に1年円に於ける塵生回教を見るド春に於昧る活動の開始は小数象は普通の数象に比して

や 謎ゝ飢､｡冬.比較的高温な時期に於ける成長の速さ.も穀象に比べればや 遅ゝい傾向があるo)

如ち1世代経過に要する日数は最短でも28El･n重､29日位を要する｡従って通常の場合に於い:
l

ては1年に●3回位の畢生があるのみである｡しか.しながら.芳しも小数象が著しく繁殖する場

合には貯嘩米が蛮熟することがあり,斯く＼の如き蟹熟が秋から多にわたりて起る場合には′ト殻/ 1
1 象の教生回数は更に多くなる.

成長の速さは気温の高低によって著しく影堕せられるが､其の温度によって影響せられる有

I,校は粒象に於けるとはや ､著しき差額あるO .

試枯将士は小数象の生活に封すb/食通温度は掩串30度以上である･とし.その場合には一世代 J

日放は24日乃至25日であるとしたO,吾火の研究宝に於いて安江畠畢士が研究した結,Aによれば.

恒温の場合には30度に於いて産卵した卵から成島が資育して出現するまでの日数は最短の場合･

に於いて29日を辞した｡之に成島の産卵蹄期間約5日を加へれば結局1世代に要すろ日数は放

塩でも約34日と.なる0両L/T試みた温度の範囲内では30度よでは温度が高い粗 成長の速さ抜
∫

髄逃され:るこlとを見た｡但し安ZI:.坪井雨率土の資段に於いては恒温槽内の関係温度を巌格に

関節しなかった故に30度或はそれ以上の高温にあって杜関係協塵は他の温度に於けるより多少

一 抹低かったこと 思ゝふ.しかし､.亘れ抹恐らく米の含水畳に著しい影響を及抜すが如きことは/

､な和った筈だと息ふO

安江､坪井南翠士の賢陰は大局豊に於いて同様なる保件の下に於いて行ほれたものであるが.ヽ
l

･ 朔氏の'E-臨成績に塵いて′ト穀象の成長と廃象のそれとを比較するに20度に於いて削 ､穀象が晋

､ 池の放免よりや ､成長が速いのであるが,束温度が上昇するに従って小数象の成長の速軍が劣

べて水て､25度に於いてを手数象の方が著しく成長が遥かになり.30度に至れば穀象の畿育速度

が古山こ辞しi小数象より大となる.換言すれば少くとも27度乃至28度から30度までの温度にあ-
＼

ってQi小怨象よりJu穀象の方が高温に治して居るかの如く見ゆるO ･

次に繁殖力につきて見るに.･星組に於ける小嚢象の産卵数は最少10数粒より最多は230粒乃
∫

..重 240粒に及び､之を穀象に比すればや ､繁殖力が劣るもの ､如く見ゆる.安江率土の研究成

二親によれd25度(･組 )にありて杜 l雌肝 均繁殖数欄 力頭であ･01 30鹿た於いてはそれ抹
伐に19頭であった.この結果は′ト穀象の繁殖力は恒温30劇 こ至れば著しく減退することを示

し,この鮎から見れば30度は小数象の生活適温と披見倣し難いもの 如ゝ く考へられる.而して

･､
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30度に至りて整碑力の波迫する粗腔は小粒象に於いて敷象の均分より甚だ窄しいことがわか ■

ら.尤も班に断った如く安ZI:堺士の25:一晩にありては30度と云ふが如き苅狐にありてほ飼料たる

米'0水分に多少の影野を輿へたかも知れす.従ってそれが多少は小怒象の繁殖力にも形轡した
I

かも和れ年い汎 併し､その影矧ま決して大なるものでは如 ､つたらうと考へ争O

'玄米の含水最杜小嚢象の場合にありては,その繁殖力に著しい形轡を輿へるものであるこ.と

は高松博士な'どの唱へる朗であり､玄米の含水最が11%乃至12,00'以下に降れば小数象の繁殖は
/

大に牽制せられる｡

)ヽ･

∫′

以上貯践米の事由の中で攻も韓意を要する肇象2校について腰用昆虫劉 勺見地から見てgi変 ~

なろ事項に関して極めて冊翠に述べ.た｡穀象以外の宇島については今日未だ充分に研究が行ほ

れて居らず,又,それらの宰蕗の貯蔵料こ及接す影轡抜殻象矧 こ比J>'れば著しく′トなるもので

あると考へられるから､それらについて扶述べない.ヽ
ヽ

'貯蔵米審鹿の預yJ:

･前段に述べた朗によって貯蔵LLた米穀に苛政が叢生するに紘次の如き場合があることがわか

る｡

第-.倉府外から宰畠が入って来る場合､この中にも色々の場合がある.例-ば穀象の如く
＼

倉煉外で越年LI.=ものが春になって介府内に入って来るものやくあり､或は粒円に卵,幼虫叉抹

成島が酵んでゐる盲米が外部から壮大せられて,それが宰息凌生の根源となることもある｡J斯
くの如く賓畠侵入の原因が興るに従って之に封する預防策も亦異って来ねばならない｡

例んは数象の如く.前年に畿生した成畠が倉庫外で越年して居る場合には準 こなりて彼等が所

動を開始する前に出来る.だけ其の越年場所を探し求め越年畠を殺すと即刺±介川の梢池を工夫

し.又妊其の破損場所を完全に修理して,′外部から越年血が公人するを防ぐやうに心掛けなけ

ればならぬ｡同時に倉座の床下､･又は共のm開削･rfmに且つ乾旭に保ち取象の也科 こ過常な場 .

朗がないやうにする方法を取り､戎畔窓若しくは入口の何事細い日の金網張りとなし且?戸と

入口との荏鯛を密にすると云ふが如き方汝を取るべきであらう｡I

斯くq)如き危険あるものは介爪に入れる鰍 こ改め寿瓦斯にて虚理するがよいム ･

､介爪内にあ.8古米.帳埠で越年する寄島杜堺に敬象のみではなく其の例は極めて多い.故に
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･新穀を倉庫に入れる場合に臥 ●それを入れる前に於いて煙蒸するか又抹入れた直後に於い七倉
●l

雌の増茄を行ふべきである.我国の規敵 手あっT性質際問題として杖之れが賛行抹困難である
●

･て啓血の繁殖期に充ちて少くとも1年に'1回位は瓦斯焼茶を行ふべきである｡今日の如く膏畠

がかなりに著しく更生してから始めて煙幕な行ふが如き有様では寄島によ'る貯蔵米の損失を完

全に防ぐこ′とは出来ない｡

I
●･ ＼

既述の如く･米穀寄島の繁殖は米の乾燥によって著しく制限せられるものであるが故に米の鋼

空掛こあたつては米を充分に乾燥することが故も緊要なる寄島橡防法である｡我国の北陸地方の

如 く降岡の多い地方にあっては自然の天日乾燥に､よっては米の永分を13%乃至14%BjA下l三降ら

しめること埠甚だ困粒であらうと息ふOそれで斯の如き地方に於いては人工乾嘩仁よるこ･とが

E叫氷れば理想的である｡
′~

-且乾燥した米も牟厘円甲温泉が高け抑ま今E]の如き券の包装法の下にあっては米の水分は
1

戎期間の後には再びかなりの水分合丑まで増加するであらうから米の包装法について書 々は一･

段の工夫を必要とするであらう｡

収束の盤根を未然に防く●べき猶は1つの方汝は殻象が米の中に入って来ても彼等の産卵を防

止する工夫を施すことである｡此の目的には色 の々方法が工夫され得るであちうが其の1つは
I

別8.1に於いて武居博士及そ.の協同研究者が述べる如,く米を貯蔵するに常って攻め数象を殺すカ
＼

をイけ る粉末を米に混合して澄くことである.この方法による役員の理論については今日独は

不明の鮎があb､叉､この方法によっては玄釆粒の中に入って居る那,幼虫若しくは成蝕を殺

すことは出来ない.併し米から脱出した成島を相常短時間の中に硬し得るから繁殖攻防の数兆
J.ヽ

･があると官ふべきであらう｡

＼

′ 駆 除 法 .

米穀事由の駐除法に関しては著書もあり.叉既に色々の研究もあるが/此の間定副こついて詳

細に記述することは本文の目的とする朗でない.唯だ如何な右方綾が今日行性れて居るかに閲

;して極めて大略を述べるに留めておかうと思ふ｡l-I

貯蔵米の宰鼠駁除串として今日行はれてゐる方淡は殆ど専ら毒瓦斯による焼薫であり､′用ひ

られる瓦斯舶 咽 にありては殆ど二硫16家索とクで:,ルFク!)yに限られて居たと言ってもよ
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い.寿瓦斯は供米に於いても良く共の内部まで位入し札 ,又.介肺の凪 床板執こ喰入して居

る昏率をも紋し得る特徴を有し甚だ布故にして且つ便利なる方法であるOしかし他の中田に琴

いて其の大なる軟鮎と育ぶべき掛ま之等の瓦斯は人言駅に封して.も狂Tl-でありて中級ひに相常困

難が伴ネこ.とと.特軌的教典がないこととで.ある.換言すれば之等の瓦斯はそれが存在する期

間だけ殺虫作用を星するのみである｡

外国に於いて抹倉応若しくは製粉工場等に畿生した宰畠の阻除に時として高熱を利用するこ
I

とが行ほれて居る.之は外国の建築物の如く火災の危険少く､又､壌房設備が完備してゐる場

合に杜質行し易い方法であるだらうが我国の倉畑にありては新の如き方法を用ふることは困難 ,I

であらう｡

前段に於いて述べた如く米に恥殊な細粉を浪合する方法は穀象の成島駆除法と-しても有数で

あるが,之は粒内にある勃虫若しくは成血を殺すカ抹無いと見h.ばならないト ー且俵に詰め t
ノ

た米にありては之､を再び俵から出して殺魚粉を況合せねばZ王らぬこととなり甚だ手数を要する

わけであって此の方法そよ毘拡除法としては少からざる妖艶を有すると言はねばならぬ｡之は寧ろA

前段に於いて述べた如く新穀を俵語にする際に混入して寄畠預防法として用ふべきものであら)

う｡ l
/

/ .

米菓貯聯倉庫に嘩する問題 ･

欧に説いた色々の事項を併せ考へる狩に貯法米審畠の教生預防並に革除 に幽聯して書友は倉 1.

位について是非一考せねばならぬことに気付くら ･●

寄島の侵入を防ぐに活するやう倉ntに完全な構造を輿-ること,冬に於いて穀象が潜伏越冬

するが如き場所のないやうに分店の床下及び周囲に通常な方法を施すこと,一旦字曲の蟹生が

あった場合に毒瓦斯燃茶を容易に行ひ得しめ且つ其の数兆をして確質ならしめるが如く設附す

ること等数へ来れば色々な問題がある｡今日の介畑は之等の瓢よb見れば1.'.Jは氾憾なるものが ･
l

甚だ多いと恩ふ｡ ･

記に税極的に倉応に完全な設肺を施すことによって貯撒米巧拙の恐生fJ･'f桃を未然に防止する

ことも必Lも不可能ではない.三拝者は先に乗弧の帝位によって投象の黒釈放に-a-･しき差がある ､

こと､北に玄米の水分の呑有流の多少も亦､穀象の繋称 三大なる形轡を及はすことを述べたO

即ち之符の伐fFの何れか1つを成る程LtE以下に堺つことによって穀象の整相を卯へることがEli

雑るのである｡
■

l
l
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ノ

/

8. ′ ＼

｢ / 温庇に就いて述べるなちば穀象旦持氏1峻 以下に於いては最早や繁殖するを得ない.従って

倉Bitこ冷房装置を施して.夏及び春秋の胤 束塩が凡そ1畠度以上である期間に於いて倉鹿温腔

を14腔乃至15度位に保つならば穀象の繁殖を重 く阻止することが出来るわけである｡尤も外舟 ''

､ の気組が高い夏に於いては倉庫湿度を斯 くの如 く低 く保つ時は自然に倉庫内の基束の関係温度
ノ′

･:lc%･･しく声 くするこiI=なるo従って玄米の晶質に窓- を輿-ないや うにしよう･t,&す四 ･

I

玄米を防幌性の容音別こ入れるか､然らざれば倉庫内を乾燥に保つを要することとなり､こ･､̀に
､∫

故術的に相常の困錐が件ぶことは明であるが,之は工夫によって克服出来ないことで杜ない.

'兎 も角.国民食塩たる米の相首大息を貯赦して､任に1箇年や2箇年位の不作によって国見
l

に大なる不安を典へるが如き庚なきやうにする矧 二は吾･4枚米穀貯蔵用琴座の間掛こついても●/

､ つと表別な考慮を梯ふ必要があおと侶ずる.

｢ヽ

(1) 出商務省堤政局

(2) 高 橋 奨

(3､) Zacher･F･･19q9

1 1

文 政

病菌寄島尭報二第 13班.大正 13年｡ l

米数の.寄島と罷除橡防､昭和6年｡ /

Mittcil.d.Gesell.E.Vorratsschut2:,Jg.5,Nr.4.(Zacher

及び Kunike1931に撮る). ＼

(5) 安 江 安.宜

(6) 河 野 常 盛

末輩表研究成績,昭和16年

農畢軍報(東京農東大畢).第 1憩.第2耽,昭卸 14年.
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